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株式会社国際協力銀行 

 

 

環境チェックレポート 

 

 

（１）プロジェクト名 

 

炭酸リチウム開発プロジェクト 

 

（２）実施場所 

 

アルゼンチン共和国サルタ州 

 

（３）プロジェクト概要 

 

塩湖のかん水から炭酸リチウムを開発 

 

（４）カテゴリ分類 

 

カテゴリ A 

 

（５）カテゴリ分類の根拠 

 

本事業は、環境ガイドラインに掲げる影響を及ぼしやすいセクター（鉱山

セクター）に該当し、環境ガイドラインに掲げる影響を及ぼしやすい特性

を持ち、環境ガイドラインに掲げる影響を受けやすい地域あるいはその近

傍に立地するため。 

 

（６）環境許認可 

 

同国制度に基づき ESIA が作成され、2025 年 8 月にサルタ州鉱業・エネ

ルギー局より付帯条件付きで承認を取得済である。 

 

（７）汚染対策 

 

大気質の計画値は現地基準を満たすと共に、国際基準を満たす計画である。

水質、廃棄物、騒音・振動については適切な措置が講じられる旨、確認し

ている。 

 



（８）自然環境面 

 

プロジェクトサイト周辺には保全上重要な植物、哺乳類、鳥類、爬虫類及

び微生物生態系が確認されているが、野生生物の管理を定めた政府認証管

理計画や救助・移転計画、定期モニタリング等により、適切な措置が講じ

られる旨、確認している。また、かん水の取水により水位低下が生じる可

能性があるが、操業停止後には水位の回復が予測されており、水資源の管

理・モニタリングについても適切な措置が講じられる旨、確認している。 

 

（９）社会配慮面 

 

本プロジェクトでは非自発的住民移転は発生しない。本プロジェクトによ

り影響が生じる可能性がある遊牧民への対応について、適切な措置が講じ

られる旨、確認している。 

 

（１０）適用国際基準 

 

IFC パフォーマンススタンダード及び世界銀行・EHS ガイドライン（一

般） 

 

（１１）その他・モニタリング 

 

上記の環境レビューを踏まえ、ESIA 付帯条件の遵守状況、未取得許認可

の取得状況、地下水位、生物多様性行動計画等の策定及び遵守状況、遊牧

民との協議内容及び事業者の対応状況等につきモニタリングを実施する

予定。 

以 上 
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